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12
月
３
日
、
大
槌
町
魚
市
場
を
会
場
に
、「
お
お

つ
ち
鮭
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
新
巻
鮭
の
祖
、
大
槌
孫
八
郎
政
貞
の
没
後

４
０
０
年
に
あ
た
り
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
大
槌
の

鮭
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、
文
化
な
ど
を
振
り
返
る
機

会
に
す
る
と
と
も
に
、
大
槌
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
「
鮭
」
と
当
町
発
祥
の
特
産
品
「
新
巻
鮭
」
な

ど
食
の
魅
力
を
町
内
外
に
発
信
し
、
観
光
振
興
や

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
鮭
の
つ
か
み
ど
り
」

は
、
漁
の
状
況
に
よ
り
中
止
の
可
能
性
も
あ
り
ま

し
た
が
、
無
事
に
開
催
さ
れ
、
集
ま
っ
た
つ
か
み
ど

り
フ
ァ
ン
が
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
元
気
よ
く
泳
ぐ
鮭
に
四
苦
八
苦
し
、
水
し
ぶ

き
に
濡
れ
な
が
ら
も
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

関
東
か
ら
訪
れ
つ
か
み
ど
り
に
参
加
し
た
男
性
は
、

「
こ
ん
な
体
験
は
め
っ
た
に
で
き
ま
せ
ん
。
思
っ
た

よ
り
力
強
く
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
く
の
で
、
全

身
を
使
っ
て
つ
か
ま
え
ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
て
み

た
い
で
す
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
会
場
で
は
、
新
巻
鮭
作
り
体
験
、
セ

リ
体
験
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
鮭
汁
、
鮭
節

ラ
ー
メ
ン
な
ど
が
味
わ
え
る
飲
食
ブ
ー
ス
、
鮭
や

い
く
ら
、
わ
か
め
な
ど
の
特
産
品
が
買
え
る
販
売

ブ
ー
ス
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

おおつち鮭まつり開催
鮭つかみどりに長蛇の列

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
三
十
年
の
新
春
を

穏
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
七
度
目
の
新
年
に
際
し
、

改
め
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
今
も
な
お
応
急
仮
設
住
宅
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
町
民
の
皆
様
に
、

改
め
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
進
捗
に
伴
い
、

災
害
公
営
住
宅
の
整
備
や
住
宅
再
建
な
ど
恒
久
住
宅

へ
の
移
行
が
本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中

心
市
街
地
に
お
い
て
も
商
店
の
再
建
が
進
み
、特
に
も
、

震
災
後
初
め
て
開
催
さ
れ
た
末
広
町
商
店
街
の
「
よ

市
」
は
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
出
店
を
い
た
だ
き
大
盛

況
と
な
り
、
に
ぎ
わ
い
の
再
生
に
向
け
た
大
き
な
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

　

町
方
地
区
で
は
、
本
年
春
の
開
館
を
目
指
し
、（
仮

称
）
御
社
地
エ
リ
ア
復
興
拠
点
施
設
「
お
し
ゃ
っ
ち
」

の
建
設
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
平
成
三
十
一
年
三
月

に
運
行
開
始
予
定
の
三
陸
鉄
道
の
大
槌
駅
の
再
建
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
三
枚
堂
地
区
と

大
ヶ
口
地
区
を
直
結
す
る
（
仮
称
）
三
枚
堂
大
ヶ
口

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
本
年
五
月
の
貫
通
を
目
指
し

て
、
災
害
に
強
い
循
環
型
道
路
と
し
て
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
被
災
者
の
最
後
の
一
人
ま
で
責
任
を

持
っ
て
寄
り
添
い
、
復
興
を
加
速
さ
せ
、
引
き
続
き
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度

ま
で
の
「
大
槌
町
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
」

に
継
ぐ
、
十
年
後
を
見
据
え
た
「
第
九
次
大
槌
町
総

合
計
画
」
を
策
定
す
る
年
と
な
り
ま
す
。
復
興
計
画

の
達
成
状
況
を
踏
ま
え
、
大
槌
町
の
魅
力
あ
る
暮
ら
し

と
風
景
の
再
生
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
と
の
協
働
に

よ
り
、総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
槌
町
の
復
興
は
、
日
本
国
内
の
み
な

ら
ず
世
界
中
の
様
々
な
方
面
か
ら
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
町
民
の
皆
様
、
町
議
会
、
国
や
県
、
関
係

機
関
・
団
体
と
の
協
力
・
連
携
に
よ
り
進
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
皆
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
後

も
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

年 頭 の 辞

平
成
三
十
年
元
旦大

槌
町
長
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　大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリ
フォルニア州フォートブラッグ市との友好関係
をより深化させると同時に、誇りを持って大槌
の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」
な人材の育成を図るため、平成 13年度より姉
妹都市生徒間交流事業を実施しております。
　今年度は、平成 29年９月 15日（金）から
22日（金）の間、フォートブラッグ市から市
長夫妻を含む 10名の方々が来町しました。フ
ォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活や、町
内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。

　平成 29年 11月12日（日）、シーサイドタウン
マストで事業報告会及び写真展を開催し、ホスト
ファミリーを経験したご家族から、体験談や自身
に起きた変化等を発表していただきました。

（生徒の意見）
・�間違えてもいいから、積極的に英語で話すこ
とが大事だとわかった。
・�フォートブラッグ市の方々から、積極性やコミ
ュニケーション能力の大切さを学んだ。
・�フォートブラッグ市に行きたいので、英語の
勉強を頑張りたい。
・�英単語帳がボロボロになるまで勉強しており、
本気で英語に取り組める気持ちになれた。
・�国際交流に興味が出てきた。いつか長期留学
をしてみたい。
・�今後は自分でお金を貯めて、自分でフォートブ
ラッグや海外に行けるようになりたい。

（保護者の意見）
・�実施前に不安だったのが、食事の用意と生活
習慣の違いだった。しかし、事前研修があった
ので、そこで情報共有ができ、不安を解消する
ことができた。
・�スマートフォンの英訳アプリがあったので、意
思疎通の面で苦労はしなかった。
・�受け入れたフォートブラッグの子供が我が子
のように愛おしくなった。
・�次にホストファミリーとなる家族にも自分達の
体験談を伝えていきたい。

　３月 15日（木）から 24日（土）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣します。
派遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーショ
ンを発表する予定です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。

フォートブラッグ受入事業の報告

マヤ・ベイザーさん
（19 歳）

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々
が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

サム・
ウェストくん

（16歳）

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 

 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々

が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

ナタリア・
ベイザーさん

（16歳）

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々
が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

ジェシー・ヨーマンズくん
（17歳）

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々
が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

ナサニエル・フォンタニラくん
（17歳）

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々
が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

城山の風・号外【フォ
ートブラッグ受入事業

の報告】 

 
（概要説明） 

 大槌町では、姉妹都
市であるアメリカ・カ

リフォルニア州フォー
トブラッグ市との友好

関係をより深化させる
と

同時に、誇りを持って
大槌の魅力や特性を世

界に発信できる「グロ
ーカル」な人材の育成

を図るため、平成 13年度よ

り姉妹都市生徒間交流
事業を実施しておりま

す。 

今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッ
グ市から市長夫妻を含

む 10名の方々

が来町しました。フォ
ートブラッグ市からの

派遣団は、公募により
選ばれたホストファミ

リーとのホームステイ
生活

や、町内学校訪問、文
化体験プログラム等に

参加しながら、町民と
の交流を深めました。

 

 

 
（来町時の様子） 

 
 

 

↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し
子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉

祥寺 

 
 

  

↑どっちが強いかな？
        ↑大槌高校の友達とも仲良し！

   ↑でっけえ兄ちゃん
だな～ 

 
 

 

↑ホストファミリーと
の楽しい時間  ↑家族みんなで朝食

！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市
交流生の声） 

①サム・ウェスト君（
16歳） ②ナタリア・ベイザー

さん（16歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマン
ズ君（17歳） ④ナサニエル・フォン

タニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん
（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの

声） 

11月 12日（日）、シーサイドタウンマス
トで事業報告会及び写

真展を開催し、ホスト
ファミリーを経験した

ご家族か

ら、体験談や自身に起
きた変化等を発表して

いただきました。 

 

 

 
（今後の展開） 

 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌から
フォートブラッグ市へ

中高生７名を派遣致し
ます。派

遣される中高生は約１
か月間の出発前研修を

経た後、現地で英語を
用いた大槌のプレゼン

テーションを発表する
予定

です。その時の様子は
、来年度の広報等でお

知らせ致します。 

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】  
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々

が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活
や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

  
（来町時の様子） 

 
 

 
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

 
 

  
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

 
 

 
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） 

②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 ③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 ⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

  
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定
です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

城山の風・号外【フォ
ートブラッグ受入事業

の報告】 

 
（概要説明） 

 大槌町では、姉妹都
市であるアメリカ・カ

リフォルニア州フォー
トブラッグ市との友好

関係をより深化させる
と

同時に、誇りを持って
大槌の魅力や特性を世

界に発信できる「グロ
ーカル」な人材の育成

を図るため、平成 13年度よ

り姉妹都市生徒間交流
事業を実施しておりま

す。 

今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッ
グ市から市長夫妻を含

む 10名の方々

が来町しました。フォ
ートブラッグ市からの

派遣団は、公募により
選ばれたホストファミ

リーとのホームステイ
生活

や、町内学校訪問、文
化体験プログラム等に

参加しながら、町民と
の交流を深めました。

 

 

 
（来町時の様子） 

 
 

 

↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し
子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉

祥寺 

 
 

  

↑どっちが強いかな？
        ↑大槌高校の友達とも仲良し！

   ↑でっけえ兄ちゃん
だな～ 

 
 

 

↑ホストファミリーと
の楽しい時間  ↑家族みんなで朝食

！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市
交流生の声） 

①サム・ウェスト君（
16歳） ②ナタリア・ベイザー

さん（16歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマン
ズ君（17歳） ④ナサニエル・フォン

タニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん
（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの

声） 

11月 12日（日）、シーサイドタウンマス
トで事業報告会及び写

真展を開催し、ホスト
ファミリーを経験した

ご家族か

ら、体験談や自身に起
きた変化等を発表して

いただきました。 

 

 

 
（今後の展開） 

 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌から
フォートブラッグ市へ

中高生７名を派遣致し
ます。派

遣される中高生は約１
か月間の出発前研修を

経た後、現地で英語を
用いた大槌のプレゼン

テーションを発表する
予定

です。その時の様子は
、来年度の広報等でお

知らせ致します。 

城山の風・号
外【フォート

ブラッグ受入
事業の報告】

 

 
（概要説明）

 

 大槌町では
、姉妹都市で

あるアメリカ
・カリフォル

ニア州フォー
トブラッグ市

との友好関係
をより深化さ

せると

同時に、誇り
を持って大槌

の魅力や特性
を世界に発信

できる「グロ
ーカル」な人

材の育成を図
るため、平成

13年度よ

り姉妹都市生
徒間交流事業

を実施してお
ります。 

今年度は、平
成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フ

ォートブラッ
グ市から市長

夫妻を含む 10名の方々

が来町しまし
た。フォート

ブラッグ市か
らの派遣団は

、公募により
選ばれたホス

トファミリー
とのホームス

テイ生活

や、町内学校
訪問、文化体

験プログラム
等に参加しな

がら、町民と
の交流を深め

ました。 

 

 
（来町時の様

子） 

 

 

 

↑お祭りにも
参加！  ↑大人の方

々は刺し子体
験に参加      ↑生まれて初めて

の座禅＠吉祥
寺 

 

 

  

↑どっちが強
いかな？        ↑大槌高校の友達と

も仲良し！   ↑でっけえ
兄ちゃんだな

～ 

 

 

 

↑ホストファ
ミリーとの楽

しい時間  ↑家族みん
なで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブ
ラッグ市交流

生の声） 

①サム・ウェ
スト君（16歳） 

②ナタリア・
ベイザーさん

（16歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

③ジェシー・
ヨーマンズ君

（17歳） 
④ナサニエル

・フォンタニ
ラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイ
ザーさん（19歳） 

 

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファ

ミリーの声）
 

11月 12日（日）、シーサイ
ドタウンマス

トで事業報告
会及び写真展

を開催し、ホ
ストファミリ

ーを経験した
ご家族か

ら、体験談や
自身に起きた

変化等を発表
していただき

ました。 

 

 

 
（今後の展開

） 

 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今
度は大槌から

フォートブラ
ッグ市へ中高

生７名を派遣
致します。派

遣される中高
生は約１か月

間の出発前研
修を経た後、

現地で英語を
用いた大槌の

プレゼンテー
ションを発表

する予定

です。その時
の様子は、来

年度の広報等
でお知らせ致

します。 

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々
が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

城山の風・号外【
フォートブラッグ

受入事業の報告】
 

 
（概要説明） 

 大槌町では、姉
妹都市であるアメ

リカ・カリフォル
ニア州フォートブ

ラッグ市との友好
関係をより深化さ

せると

同時に、誇りを持
って大槌の魅力や

特性を世界に発信
できる「グローカ

ル」な人材の育成
を図るため、平成

13年度よ

り姉妹都市生徒間
交流事業を実施し

ております。 

今年度は、平成
29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォー

トブラッグ市から
市長夫妻を含む

10名の方々

が来町しました。
フォートブラッグ

市からの派遣団は
、公募により選ば

れたホストファミ
リーとのホームス

テイ生活

や、町内学校訪問
、文化体験プログ

ラム等に参加しな
がら、町民との交

流を深めました。
 

 

 
（来町時の様子）

 

 

 

 

↑お祭りにも参加
！  ↑大人の方々は

刺し子体験に参加
      ↑生まれて初めての座

禅＠吉祥寺 

 
 

  

↑どっちが強いか
な？        ↑大槌高校の友達とも仲

良し！   ↑でっけえ兄ち
ゃんだな～ 

 
 

 

↑ホストファミリ
ーとの楽しい時間

  ↑家族みんなで
朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッ
グ市交流生の声）

 

①サム・ウェスト
君（16歳） 

②ナタリア・ベイ
ザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨー
マンズ君（17歳） ④ナサニエル・フ

ォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザー
さん（19歳） 

 

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリ

ーの声） 

11月 12日（日）、シーサイドタ
ウンマストで事業

報告会及び写真展
を開催し、ホスト

ファミリーを経験
したご家族か

ら、体験談や自身
に起きた変化等を

発表していただき
ました。 

 

 

 
（今後の展開） 

 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は
大槌からフォート

ブラッグ市へ中高
生７名を派遣致し

ます。派

遣される中高生は
約１か月間の出発

前研修を経た後、
現地で英語を用い

た大槌のプレゼン
テーションを発表

する予定

です。その時の様
子は、来年度の広

報等でお知らせ致
します。 

城山の風・号外【フォ
ートブラッグ受入事業

の報告】 

 
（概要説明） 

 大槌町では、姉妹都
市であるアメリカ・カ

リフォルニア州フォー
トブラッグ市との友好

関係をより深化させる
と

同時に、誇りを持って
大槌の魅力や特性を世

界に発信できる「グロ
ーカル」な人材の育成

を図るため、平成 13年度よ

り姉妹都市生徒間交流
事業を実施しておりま

す。 

今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッ
グ市から市長夫妻を含

む 10名の方々

が来町しました。フォ
ートブラッグ市からの

派遣団は、公募により
選ばれたホストファミ

リーとのホームステイ
生活

や、町内学校訪問、文
化体験プログラム等に

参加しながら、町民と
の交流を深めました。

 

 

 
（来町時の様子） 

 
 

 

↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し
子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉

祥寺 

 
 

  

↑どっちが強いかな？
        ↑大槌高校の友達とも仲良し！

   ↑でっけえ兄ちゃん
だな～ 

 
 

 

↑ホストファミリーと
の楽しい時間  ↑家族みんなで朝食

！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市
交流生の声） 

①サム・ウェスト君（
16歳） ②ナタリア・ベイザー

さん（16歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマン
ズ君（17歳） ④ナサニエル・フォン

タニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん
（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの

声） 

11月 12日（日）、シーサイドタウンマス
トで事業報告会及び写

真展を開催し、ホスト
ファミリーを経験した

ご家族か

ら、体験談や自身に起
きた変化等を発表して

いただきました。 

 

 

 
（今後の展開） 

 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌から
フォートブラッグ市へ

中高生７名を派遣致し
ます。派

遣される中高生は約１
か月間の出発前研修を

経た後、現地で英語を
用いた大槌のプレゼン

テーションを発表する
予定

です。その時の様子は
、来年度の広報等でお

知らせ致します。 

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々
が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】  
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々

が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活
や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

  
（来町時の様子） 

 
 

 
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

 
 

  
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

 
 

 
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） 

②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 ③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 ⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

  
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定
です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

来町時の様子

フォートブラッグ市
交流生

ホストファミリーの声

今後の展開

お
祭
り
に
も
参
加
！

大人の方々は
刺し子体験に参加

大槌高校の友達とも仲良し！

生まれて初めての座禅
＠吉祥寺

ホストファミリーとの楽しい時間

どっちが強いかな？

家族みんなで朝食！

でっけえ兄ちゃんだな～

Best Friends Forever!

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々

が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々
が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 

城山の風 号外

城山の風・号外【フォートブラッグ受入事業の報告】 
 
（概要説明） 
 大槌町では、姉妹都市であるアメリカ・カリフォルニア州フォートブラッグ市との友好関係をより深化させると

同時に、誇りを持って大槌の魅力や特性を世界に発信できる「グローカル」な人材の育成を図るため、平成 13年度よ
り姉妹都市生徒間交流事業を実施しております。 
今年度は、平成 29年９月 15日（金）から 22日（金）の間、フォートブラッグ市から市長夫妻を含む 10名の方々

が来町しました。フォートブラッグ市からの派遣団は、公募により選ばれたホストファミリーとのホームステイ生活

や、町内学校訪問、文化体験プログラム等に参加しながら、町民との交流を深めました。 

 
 
（来町時の様子） 

   
↑お祭りにも参加！  ↑大人の方々は刺し子体験に参加      ↑生まれて初めての座禅＠吉祥寺 

    
↑どっちが強いかな？        ↑大槌高校の友達とも仲良し！   ↑でっけえ兄ちゃんだな～ 

   
↑ホストファミリーとの楽しい時間  ↑家族みんなで朝食！      ↑Best Friends Forever!          

（フォートブラッグ市交流生の声） 
①サム・ウェスト君（16歳） ②ナタリア・ベイザーさん（16歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

③ジェシー・ヨーマンズ君（17歳） ④ナサニエル・フォンタニラ君（17歳） 

 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

⑤マヤ・ベイザーさん（19歳）  

 

 
 
 
 
 

 
（ホストファミリーの声） 
11月 12日（日）、シーサイドタウンマストで事業報告会及び写真展を開催し、ホストファミリーを経験したご家族か
ら、体験談や自身に起きた変化等を発表していただきました。 

 

 
 
（今後の展開） 
 来年３月 15日（水）から 24日（金）の間、今度は大槌からフォートブラッグ市へ中高生７名を派遣致します。派
遣される中高生は約１か月間の出発前研修を経た後、現地で英語を用いた大槌のプレゼンテーションを発表する予定

です。その時の様子は、来年度の広報等でお知らせ致します。 
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　町において、自治行政のためにつくし、功績が顕著な方を表彰する自治功労者表彰の表彰式が、11 月 27 日、大槌町役場で
行われました。今年度は、各分野で功績を挙げられた 5 名の方々が表彰されました。

11月27日 自治功労者を表彰　～平成29年度大槌町自治功労者表彰式～

　平成 12 年 7 月か
ら平成 28 年７月ま
で長年にわたり大槌
町監査委員を務め
られた佐藤稲満（い
ねみつ）さんが、自
治大臣表彰を受け、
12 月 8 日、町長か
ら表彰状が伝達されました。佐藤さんは、「一番大変だった
のは、震災の時だったが、長年やって、町のために役に立っ
たかな、という思いです」と語りました。

　平成 29 年度岩手
県幼少年婦人防火委
員会会長表彰「優良
幼少年消防クラブ指
導者」に、堤乳幼児
保育園の芳賀カンナ
園長が選ばれ、11月 28 日、伝達交付式が行われました。
　この表彰は、県内の幼少年消防クラブの指導者で火災予
防意識の高揚および啓発に多大な貢献をして、他のクラブ指
導者の模範と認められるクラブ指導者に贈られるもので、県
内では３名の指導者が選ばれました。

12月8日 佐藤稲満さんに自治大臣表彰
～長年にわたり監査委員を務める～

11月28日 優良幼少年消防クラブ指導者に
堤乳幼児保育園の芳賀カンナ園長が表彰

　岩手県内でも、特殊詐欺（還付金詐欺
や架空請求など）の被害が出ています。

　身に覚えのない請求などは信用せず、
困った時は交番に相談してください！

菅
すが

 原
わら

  寛
ひろ

 祥
あき

 巡査（26）

一関市出身。29年 4月から大
槌交番勤務。趣味はフットサル
と、大槌に来てはじめた釣りと
サーフィン。好きな食べ物は、
カレーライスとスイカ。

大槌交番

　学校教育における租税教育の充
実のために行われる中学生の「税
についての作文」コンクールで、
大槌学園 9 年の三浦楓子（ふう
こ）さんが岩手県納税貯蓄組合連
合会会長賞、同じく 9 年の佐々
木結菜（ゆいな）さんが、釜石税務署管内税務関係団体協議
会会長賞を受賞し、12 月 1 日、大槌学園で伝達式が行われ
ました。受賞した２人は、作文を書いた感想について、「税に
ついて考える機会になりました。震災後、支援されたものな
どを大事にしなければいけないと感じました」と話しました。

12月1日 税について考える
～税についての作文で2名が受賞～

　平成 15 年９月に大槌
町議会議員となって以
来、現在に至るまで４期
目 13 年に渡り議員を務
め、町政の進展に寄与さ
れました。

金
かね

 﨑
ざき

  悟
ご

 朗
ろう

 さん

　平成 14 年７月から現
在までの 15 年間、大槌
町農業委員を務め、地域
農業の発展に寄与されま
した。

太
おお

 田
た

  伸
のぶ

 哉
や

 さん

　平成 14 年７月から現
在までの 15 年間、大槌
町農業委員を務め、地域
農業の発展に寄与されま
した。

佐
さ

々
さ

木
き

 重
じゅう

 吾
ご

 さん

　昭和 60 年10 月に大
槌町消防団第3分団第 2
部婦人消防協力隊へ入隊
以来、32年余りの永き
に亘り婦人消防協力隊活
動に精励し、地域防災に
寄与されました。

東
あずま

 谷
や

  幸
さち

 子
こ

 さん

　 昭 和 59 年 1 月 に 大
槌町消防団へ入団以来、
33 年余りの永きに亘り
消防業務に精励し、地域
防災に寄与されました。

阿
あ

 部
べ

  辰
たつ

 雄
お

 さん

　「ふるさと科」などの、学校・
家庭・地域が連携・協働して
行う教育活動が評価され、大
槌町教育委員会地域学校協働
本部が文部科学大臣表彰を受
けました。表彰式は、12 月 7 日に行われ、木村里美（さとみ）
コーディネーターが代表して授与されました。
　報告を受け、平野町長は、「大変な時期に、こうして種を
まいているという所を評価いただいたと思っている。教育に
関わる方々が、大槌に来たいと思ってくれるような学校づく
りを地域と一緒になって進めてほしい」と話しました。

12月7日 地域学校協働活動に
文部科学大臣表彰

大槌交番からのお知らせ町民課からのお知らせ

　12 月 13 日、大槌町立安渡保育所では、交番署員の協力のもと、
不審者対応訓練が行われました。今回の訓練は、「不審者が、子ども
の迎えを頼まれた親族を装って現れる」想定で行われ、職員の対応、
子どもの避難、警察への通報などの一連の流れについて、実演形式で
訓練しました。吉田交番署長からは、犯人に怒鳴られても、きまり通
り保護者への確認を行った点や、子ども達を近所の住民の家に連れて
いき避難させていた点などが高く評価されました。

　12月15日、イオンタウン釜石において、釜石警察署主
催による「釜石大槌地区安全安心まちづくり研修会」が開
かれ、交通安全、地域安全の関係団体が一堂に会しました。
会では、交通安全、地域安全の功労者表彰が行われ、大槌
町から３名、２団体が表彰されました。

保育所で不審者対応訓練を実施

釜石大槌地区
安全安心まちづくり研修会

大槌交番　℡ 0193-42-3130【お問い合わせ】町民課 環境生活班  ℡ 0193-42-8713【お問い合わせ】

・�怖かったけど、指示に
従って外に逃げること
ができた。
・�先生が守ってくれて
かっこよかった。

・�警察に通報する際、戸惑って、犯人像（身長、
服装など）を覚えていなかった。
・�今日は園長先生が犯人への対応をしたが、
実際は園長先生がいるとは限らないので、
復習し、冷静に対応できるようにしたい。

交通安全対策協議会会長表彰
　交通安全功労者　　佐藤　勝美　さん
　優良交通団体　　　交通安全吉里吉里母の会
　　　　　　　　　　交通安全沢山分会

釜石地区防犯協会連合会会長
釜石警察署長　連名表彰
　地域安全功労者
　　佐藤　勝美　さん
　　里舘　冨夫　さん

飲んだら乗るな！
飲酒運転は悪質な犯罪です

　飲酒運転で罰せられるのはドライバーだけではありま
せん。以下の人も処罰の対象になります。
　・車両を提供した人
　・酒類を提供した人
　・飲酒運転を知りながら同乗した人

飲酒運転周辺三罪

子どもたちの感想 先 生 の 感 想

・�飲酒の予定がある時は公共交通機関やタクシーを利用
しましょう。
・�自動車で飲食店に行く場合、お酒を飲まずに仲間を安
全に送り届ける「ハンドルキーパー」を決めておきま
しょう。

飲酒運転をしないために

園長先生が対応

子どもたちを
裏から避難させる

通報を受け
警察官が到着
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世代年齢別情報 大槌の子育て情報を
まとめたページですすくすく 広 場

1 月9 日（火）〜 2 月7 日（水）

県立大槌病院（℡ 0193-42-2121）では、個人・事業所健康診断
で胃（透視）検診を行っています。希望者はご相談ください。

［大槌病院外来の表示］　内  内科・外  外科・整  整形外科・皮  皮膚科・ 
眼  眼科（外来日程は都合により変更となる場合があります）

おおつちカレンダー世代年齢別情報

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

9（火） 4 ヵ月児・7ヵ月児相談 午前 内 外
午後 

10（水） 午前 内 外
午後 

11（木）
楽しく笑える運動教室
元気活きいき運動教室（城山公園体育館）
さわやかストレッチ教室

（大ケ口多目的集会所、桜木町保健福祉会館）

午前 内 外
午後 

12（金）高齢者なんでも相談会 in マスト 午前 内 眼
午後 

13（土） 完全休診
（急患受付なし）14（日）

15（月） 午前 内 外整皮
午後 

16（火） 午前 内 外
午後 

17（水） 2 歳 6 ヵ月児相談 午前 内 外
午後 

18（木） さわやかストレッチ教室
（大ケ口多目的集会所、桜木町保健福祉会館）

午前 内 外
午後 

19（金） 1 歳 6 ヵ月児健康診査 午前 内 眼
午後 

20（土） 完全休診
（急患受付なし）

21（日） 完全休診
（急患受付なし）

22（月） 午前 内 外
午後 整

23（火） 午前 内 外
午後 

24（水） 午前 内 外
午後 

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来

25（木）もうもう教室
元気活きいき運動教室（城山公園体育館）

午前 内外
午後 

26（金）ママのための Style UP 教室 午前 内眼
午後 

27（土）大槌町健康フェスタ 完全休診
（急患受付なし）

28（日） 完全休診
（急患受付なし）

29（月） 楽しく笑える運動教室 午前 内外 整皮
午後 

30（火） 午前 内外
午後 

31（水） 午前 内外
午後 

2月
1（木）さわやかストレッチ教室

（大ケ口多目的集会所のみ）
午前 内外
午後 

2（金） 午前 内眼
午後 

3（土） 完全休診
（急患受付なし）

4（日） 完全休診
（急患受付なし）

5（月） 4 ヵ月児・7ヵ月児相談 午前 内外 皮
午後 整

6（火） 午前 内外
午後 

7（水）男性のための運動教室 午前 内外
午後 

健  診 ・ 相  談
　健診・相談を下記の日程で実施します。会場は、大槌町
役場前駐車場内仮設保健センターです。持ち物は、母子健
康手帳とアンケート（事前に郵送）などです。なお、対象者
には、個別に通知します。

【4ヵ月・7ヵ月児相談】
■実 施 日　1月 9 日（火）
■受付時間　 9：30 ～10：00（平成 29 年 6 月生まれ）
　　　　　   13：30 ～14：00（平成 29 年 9 月生まれ）

【2 歳 6ヵ月児相談】
■実 施 日　1月 17 日（水）
■受付時間　 9：30 ～10：00（平成 27 年 6 月生まれ）
　　　　　   13：30 ～14：00（平成 27 年 7 月生まれ）

【1 歳 6ヵ月児健康診査】
■実 施 日　1月 19 日（金）
■�受付時間　11：30 ～12：15（平成 28 年 6 月・7 月生まれ）

【4ヵ月・7ヵ月児相談】
■実 施 日　2 月 5 日（月）
■受付時間　 9：30 ～10：00（平成 29 年 7 月生まれ）
　　　　　   13：30 ～14：00（平成 29 年 10 月生まれ）
� 問 保健福祉課 健康推進班  ℡0193-42-8715

ママのための Style UP 教室
　大槌町では、保護者の方のリフレッシュや交流の場、お
子さんの運動不足の解消となるよう運動教室を開催します。
■日　時　1月 26 日（金）10：00 から1 時間程度
■会　場　大槌町地域子育て支援センターかりん
■持ち物　動きやすい服装、タオル、水分補給用の飲み物
■�その他　滑り防止のため、お子さんは、はだしになっていた

だくことがあります。また、保健推進委員が託児を行います
ので、お気軽にお越しください。
� 問 保健福祉課 健康推進班  ℡0193-42-8715

大槌町地域子育て支援センター 「かりん」
対象者は、未就学児とその保護者（祖父母も可）です。

　※下記の日時はお休みします。
　　1月25日（木）午前中　もうもう教室のため
　※�詳しい内容はセンターでお知らせしますので、お気軽にご連絡ください。

「親子制作」
■日時　1月 9 日（火）～ 30 日（火）
■�内容　節分に向けて親子で鬼のおめん制作を行います。のび

のび広場内で行っていますので、都合の良い時にお越しくださ
い。

「ひだまり広場」
■日時　1月 11日（木） 10：30 ～11：30
■�内容　大槌保育園ホールで遊びましょう！

「このゆびとまれ　おはなし会」
■日時　1月 16 日（火）10：30 ～11：15

■�内容　読み聞かせサークル「このゆびとまれ」さんによる絵本
の読み聞かせです。

「本屋さんの日」
■日時　1月 17 日（水）～18 日（木）
■�内容　一頁堂書店さんのご協力で本屋さんを開催します。

「子育て懇談会」
■日時　1月 18 日（木）11：00 ～12：00
■�内容　行政相談員に、子育てなどに関する行政へのご意見や

ご要望をお話できます。お気軽にお越しください。

「臨床心理士相談日＆かりんカフェ」
■日時　1月 19 日（金）10：00～12：00、13：00～15：00
■�内容　臨床心理士の先生に悩み相談ができます。同時にマ

マの為のカフェも開催します。

「12･1月生まれお誕生会」
■日時　1月 23 日（火）10：00 ～11：30
■�内容　お誕生日のお友達のお祝いをします。生まれ月関係な

く参加できます。要予約になります。

◆のびのび広場◆
■�日時　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　 9：30 ～12：00、13：00 ～16：00
　※今月の土曜日開催は、1月13日の9：30 ～12：30です。
�問 大槌町地域子育て支援センター「かりん」  ℡ 0193-42-2570

子育て支援団体のイベントについて
一般社団法人『Tsubomi』

「Papa&Mama Cafe」
■日時　1月 25 日（木）9：30 ～16：00
■�内容　Papa&MamaCafe は、親子でゆっくりくつろげる

空間となっております。お気軽にご参加ください。参加費は
500 円です。詳細はお問い合せください。

■場所　大槌町コミュニティプレイス
　ホームページや Facebook に、過去のイベント情報を掲載し
ております！ぜひご覧ください！
　　問 一般社団法人「Tsubomi」　℡080-5555-7164
　　　 ホームページ　https：//tsubomi.amebaownd.com/

ままりば
「ペーパークイリングで作ってみよう」
■日時　1月 22 日（月）13：00 ～
■�内容　ペーパークイリングは、細長い紙を丸めてパーツを作

り、それらを組み合わせていろんな形 ( 花・蝶・動物など )
にしていくペーパークラフトです。参加は有料です。詳細はお
問い合せください。

■場所　ままりば（大槌町吉里吉里2-1-1）

「パン教室」
■日時　1月 29 日（月）9：30 ～
■�内容　パン教室を開催します。参加は有料です。詳細はお問

い合せください。
■場所　大槌町中央公民館
� 問 「ままりば」  ℡ 080-2831-6984

小
お

野
の

寺
でら

  柚
ゆ

月
づき

 くん
平成 28 年 11月 6 日生
食欲モンスター！！
沢山食べて大きくなってね。
� （家族代表者名：小野寺健）

岩
いわ

崎
さき

  朱
あか

里
り

 ちゃん
平成 28 年 11月9 日生
ちょっぴり泣き虫。
お姉ちゃんそっくりです♡
� （家族代表者名：岩崎伸行）

佐
さ

々
さ

木
き

  朝
あさ

陽
ひ

 くん
平成 28 年 11月 10 日生
我が家を照らすニコニコ元気印
笑顔の可愛い朝陽くんです♡
� （家族代表者名：佐々木雅博）

三
み

浦
うら

  さくら ちゃん
平成 28 年 11月 24 日生
おてんば娘のさくらちゃん
ステキな笑顔に参っちゃう！
� （家族代表者名：三浦正展）

照
てる

井
い

  陸
り

月
つき

 くん
平成 28 年 11月 3 日生
お兄ちゃん大好き♡
食べるの大好き♡
� （家族代表者名：照井元規）

齋
さい

藤
とう

  隆
りく

 くん
平成 28 年 11月 26 日生
やんちゃなりっく！！  これからも
元気いっぱい育ってね♡
� （家族代表者名：齋藤直人）

このコーナーでは、町内の 1 歳前後の赤ちゃんを紹介しています。
今月は平成28 年11月生まれの赤ちゃんです。
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城山の風楽 笑 幸 齢者になろう！
小中一貫教育だより 大槌のすべての子に

豊かな「育ち」と
確かな「学び」を

●おらほの町の地域包括支援センター ここでは、高齢者に関わる様々な
話題を掲載しています。

しく
って

せ

らく
しょう

こう
れい しゃ

世代年齢別情報 世代年齢別情報

こんな心配ありませんか？　

◇最寄りの手続き先

【任意後見制度】宮古公証人役場 住所　宮古市宮町1-3-5　　陸中ビル2階　電話　0193-63-4431　

◇相談・問合せ　大槌町地域包括支援センター　電話　0193-42-8716

【法定後見制度】 盛岡家庭裁判所遠野支部住所　遠野市東舘町2-3　　　　　電話　0198-62-2840

財産管理

本人の心身の状態や生活の状況に配慮し

つつ本人の財産を管理します。

○預金通帳、印鑑の管理

○収支の管理（預貯金の管理、年金・給与の

受取、公共料金・税金の支払いなど）

○不動産の管理、処分（※居住用の不動産

の売却は家庭裁判所の許可が必要）

○遺産分割 など

成年後見人等の仕事について
成年後見人等は、本人の「財産管理」と「身上監護」に関する職務を行います。

また、成年後見人等は、その事務について家庭裁判所に報告するなどして、裁判所の監督を受けることになります。

身上監護 （身の回りの配慮）

本人の衣食住に関する生活の維持、健康の維持、医療、介

護、教育、リハビリなどに関する契約などの法律行為を行いま

す。

○定期的に訪問し、本人の状況に変化がないか生活状況を確

認

○本人の住居の確保に関する契約や費用の支払い

○入院や福祉施設入所等に関する契約や費用の支払い

○教育やリハビリなどに関する契約や費用の支払い

など

※成年後見人等は原則として事実行為（食事や排泄等の介護

　大槌町地域包括支援センターでは下記の日程で体操教
室、相談会を開催します。お誘いあわせのうえぜひご参加
ください。右記会場のほか、各仮設でも開催しております。
開催日程は各仮設の掲示板をご覧ください。
■�内　容
　楽らく体操：セラバンドを使用した体操などを行います。

　何でも相談：高齢者に関する相談に応じます。
■�日　程　１月 25 日（木）県営屋敷前アパート 集会所
　　　　　１月 26 日（金）浪板交流促進センター
■�時　間　13：30 ～15：00
■�協　力　いきいき岩手支援財団
問 大槌町地域包括支援センター  ℡ 0193-42-8716

楽らく体操・何でも相談会（公営住宅・地区集会所）のお知らせ

知って安心  成年後見制度
こんな心配
ありませんか？

成年後見制度は生活の「心配・不安」を「安心」に変えるための制度です

成年後見人等の仕事について

もの忘れが多く、
大事な書類や印鑑を

どこに置いたか
忘れてしまう

認知症の親が
訪問販売で高額の商品
を購入してしまった

周りに手続きなど
世話をしてくれる人が

いないので、将来、
必要な治療や介護を
受けられるか心配

平成28年度 大槌町鶴亀仙（川）柳コンクール　入選作品紹介
　〈 審査員特別賞 〉　じぃばぁの  けんかがぼくの  こもりうた� （吉里吉里学園 北田琥太郎くん）

　大槌町教育大綱策定に向けた懇談会が開かれました。
教育大綱は平成27年の法律の改正によって首長（町長）
が定めることとなったものです。

　大槌町では、多くの町民の教育に対する思いを大綱に
取り込むため、これまでに分科会での熟議、懇談会、教

育未来会議などを実
施してきました。こ
のたび、大綱案を策
定するにあたり、町
長を座長に策定懇談
会を設置し各界各層
から提案をいただき
ました。

　懇談会では、次の3点について意見交換しました。
◆大槌の地ということから来るハンディ◆
　・�小さな町にいることで将来への選択肢が少なくなっ
ていないか。

　・�少子化により高校の存続が危ぶまれる。わかりやす
い魅力をつくる必要がある。

◆大槌だからこそできる学び◆
　・�一貫教育のメリットを生かした学び。
　・�震災後、外から訪れた人とのさまざまなつながりが
できた。それをもっと生かすべきだ。

◆各年代ごとに取り組むべき方針◆
　〈 0 歳から15歳〉
　　・主体性をはぐくむことを重視した教育。
　　・幼保小との連携の強化。
　〈16 歳から18歳〉
　　・義務教育段階からのつながりをふまえた連携が必要。
　　・自分から起業していく力も育むべきである。
　〈生涯学習〉
　　・郷土芸能を柱にしたふるさとづくりが大事である。
　　・�お互いの顔と顔が見える関係で、コミュニティの

再生、居場所づくりがなされることが大事である。

　いま、全国で3000校を超える学校で小中一貫教育が
進められています。その関係者が一堂に会し、取り組み
の成果や課題を発表します。
　来年度で13回目のサミットとなりますが、東北地区で
の開催、東日本大震災被災地での開催は初めてとなります。
　2日間にわたるサミットには、全国から 1000 〜
1500人の参加が見込まれます。教育委員会だけでなく、
町全体の取り組みとして町の復興の様子、一貫教育の成
果を全国に発信していきます。
　町は、平野町長を大会顧問、伊藤教育長を委員長とす
る実行委員会を立ち上げ、本格的な準備を進めることに
しました。
　教育関連だけでなく、観光、物産など大槌の魅力を広
く発信する機会にもしていきたいと思います。

主催：�小中一貫教育全国連絡協議会・大槌町・大槌町教育委員会

教育課題を明確に
教育大綱策定懇談会で
意見交換 

《主な日程》
▶11 月 9 日（金）
　☆学校公開：�
　　　大槌学園／吉里吉里学園
　　　授業公開・実践発表会
　☆協議会総会／情報交換会
　　　（三陸花ホテル「はまぎく」）
▶11月10 日（土）
　☆分科会：�大槌学園、中央公民館、

おしゃっち、大槌高校を会場に5分科会で
研究協議

　☆全体会：ふるさと科アトラクション
　　　　　　＊郷土芸能／震災からの語り継ぎ
　　　　　　　　　　　（生徒発表）
　　　　　　＊特設分科会（シンポジウム）
　　　　　　＊記念講演

平成３０年小中一貫教育全国サミットを開催
全国から先生方・教育関係者が来町

大槌を日本中に発信！

○大綱とは、教育の目標や施策の根本的な方針
○�総合教育会議で首長と教育委員会が協議・調整

を尽くし首長が策定
○�首長及び教育委員会は策定した大綱の元の下に

それぞれ所管する事務を執行

教育大綱

町長まとめ
　今日の意見を取り入れた大綱をつくりたい。
　子どもたちがどうあるべきか、それをどう地域が
行政が支えられるのかを考えていきたい。

《開催日時》平成 30 年
� 11月 9日（金）〜10日（土）

〈 成年後見制度とは 〉
　認知症や知的障がいなどで、判断能力が不十分なために抱える生活上の「不安」を「安心」に変えるための制度です。
能力に応じて家庭裁判所が「後見人」「保佐人」「補助人」（以下、後見人等）を選任し、後見人等が「身上監護（身
の回りの配慮）」や「財産管理」の手伝いをします。
　成年後見制度には、すでに判断能力が衰えてから利用する「法定後見制度」と、元気なうちに将来に備え準備し
ておく「任意後見制度」の 2種類があります。 
　「法定後見制度」は家庭裁判所で手続きをします。後見人等には本人の財産から報酬が支払われます。金額は、支
出しても支障のない額で、家庭裁判所が決定します。経済的に余裕がない人でも、必要があれば、制度を利用する
ことができます。 　
　「任意後見制度」は公証人役場で手続きをします。後見人等に支払う報酬は、契約時に双方の
合意で、自由に決めることができます。 

　成年後見人等は、本人の「財産管理」と「身上監護」に関する職務を行います。
　また、成年後見人等は、その事務について家庭裁判所に報告するなどして、裁判所の監督を受けることになります。

財産管理
　本人の心身の状態や生活の状況に配慮し
つつ本人の財産を管理します。
　○預金通帳、印鑑の管理
　○�収支の管理（預貯金の管理、年金・給
与の受取、公共料金・税金の支払いなど）

　○�不動産の管理、処分（※居住用の不動
産の売却は家庭裁判所の許可が必要）

　○遺産分割　　など

身上監護（身の回りの配慮）
　本人の衣食住に関する生活の維持、健康の維持、医療、介護、教育、
リハビリなどに関する契約などの法律行為を行います。
　○�定期的に訪問し、本人の状況に変化がないか生活状況を確認
　○�本人の住居の確保に関する契約や費用の支払い
　○入院や福祉施設入所等に関する契約や費用の支払い
　○教育やリハビリなどに関する契約や費用の支払い　　　など
※�成年後見人等は原則として事実行為（食事や排泄等の介護行為
等）を行いません。

【最寄りの手続き先】 〈法定後見制度〉盛岡家庭裁判所遠野支部住所　遠野市東舘町 2-3　　　　  TEL 0198-62-2840 
　　　　　　　　 〈任意後見制度〉宮古公証人役場 住所　宮古市宮町 1-3-5　陸中ビル 2 階　TEL 0193-63-4431

【相談・問合せ】        大槌町地域包括支援センター   TEL 0193-42-8716

こんな心配ありませんか？　

◇最寄りの手続き先

【任意後見制度】宮古公証人役場 住所　宮古市宮町1-3-5　　陸中ビル2階　電話　0193-63-4431　

◇相談・問合せ　大槌町地域包括支援センター　電話　0193-42-8716

【法定後見制度】 盛岡家庭裁判所遠野支部住所　遠野市東舘町2-3　　　　　電話　0198-62-2840

財産管理

本人の心身の状態や生活の状況に配慮し

つつ本人の財産を管理します。

○預金通帳、印鑑の管理

○収支の管理（預貯金の管理、年金・給与の

受取、公共料金・税金の支払いなど）

○不動産の管理、処分（※居住用の不動産

の売却は家庭裁判所の許可が必要）

○遺産分割 など

成年後見人等の仕事について
成年後見人等は、本人の「財産管理」と「身上監護」に関する職務を行います。

また、成年後見人等は、その事務について家庭裁判所に報告するなどして、裁判所の監督を受けることになります。

身上監護 （身の回りの配慮）

本人の衣食住に関する生活の維持、健康の維持、医療、介

護、教育、リハビリなどに関する契約などの法律行為を行いま

す。

○定期的に訪問し、本人の状況に変化がないか生活状況を確

認

○本人の住居の確保に関する契約や費用の支払い

○入院や福祉施設入所等に関する契約や費用の支払い

○教育やリハビリなどに関する契約や費用の支払い

など

※成年後見人等は原則として事実行為（食事や排泄等の介護
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移転先住宅団地の宅地期限
付再募集のお知らせ

　町は、防災集団移転促進事業で募集
を行った防集宅地について、辞退など
の理由により当選者のない宅地の期限
付再募集を行います。
■��募集する下記の住宅団地の詳細について

は、大槌町ホームページをご覧いただくか、
都市整備課までお問い合わせください。

　▽上町団地 4 街区 2 画地
　▽古学校団地 1 街区 4 画地
■�募集期間　1月 12 日（金）から19 日
（金）の平日（受付時間 9 時 00 分か
ら17 時 00 分まで）※期限までに申
込みがない場合、1月 22 日（月）か

住 宅 情 報 ら随時募集に切り替えます。
問 都市整備課 町方地域担当班
　 ℡ 0193-42-8723

健幸運動教室

　町は、運動習慣を基盤とした健康づく
りの推進のため「健幸運動教室」を開催
します。持ち物は、運動靴 （室内用）、タ
オルなどです。
　参加を希望する人は、下記問合せ先ま
でご連絡ください。
＜楽しく笑える運動教室＞
■�日時　1月11日（木）10：00～12：00、

1月29日（月）13：30～15：00

健 康

■�会場　役場多目的会議室
＜男性のための運動教室＞
■�日時　2 月 7日（水）13：30～15：00
■�会場　役場多目的会議室
問 保健福祉課 健康推進班
 　℡ 0193-42-8715

平成30年度各種がん検診
等の申し込みについて

　平成 30 年度各種がん検診等の申込
書を対象者のいる世帯に配布します。
必要事項をご記入の上、期限までに提
出いただきますようお願いします。配布
及び回収方法等については以下の通り
です。
■�配布期間　1月中旬から下旬
■�配布方法　郵送または、保健推進委

員による配布（お住いの地域により
異なります）

■�提出方法　①保健福祉課まで郵送  
②回収箱へ投函  ③保健推進委員へ
提出（保健推進委員が配布した地域
のみ）

■�提出期限　2 月14 日（水）
■�その他　①各種がん検診等の申込書

は各世帯1枚となっています。  ②詳細
は、同封のお知らせをご覧ください。

問 保健福祉課 健康推進班
 　℡ 0193-42-8715

1月のこころがけサロン

　こころがけ（認定 NPO 法人心の架け
橋いわて）は、心の健康増進をお手伝
いする専門家チームです。楽しくて役に
立つ参加型サロン。どなたでも無料で参
加できます。相談コーナーもあります。
■ �1月 13 日（土） 13：30 〜15：00
　「染め物サロン」まごころ団地　
■ �1月 22 日（月） 18：00 〜19：30
　�「職域サロン －聴き方・話し方のスキ

ルを身につけよう－」青葉ビル（釜石）
■ �1月 27 日（土） 13：30 〜15：00
　「ピアノで音楽サロン」ぬくっこハウス

詳しくは、町内に掲示・配布の「こころ
がけカレンダー」、こころがけホームペ
ージ www.kokorogake.org をご覧下
さい。天候等の理由で開始時刻を変更
することがあります。
問 認定 NPO 法人心の架け橋いわて
 　℡ 0193-55-6618

からだ測定会  参加者募集

　「まだまだ若い」「いつまでも若い」
そう言われる自分でいたいもの。
　からだ測定会では、筋力のバランス
感覚などの『体力』、計算力や判断力な
どの『処理力』を同世代の平均と比べ
たり、あなた自身の『個性』について動
物タイプ別診断が受けられます。
　あなたの『適職診断』はどんな結果
になるでしょうか？診断結果は当日お持
ち帰りいただけます。友達同士で楽しく
ご参加ください！
■�実施日　１月 30 日（火）
■�受付時間　10 時、11時、12 時、13 時、

14 時、15 時のいずれか希望の時間
■�所要時間　約１時間 ※事前予約優先
■�場所　イオンタウン釜石 イベントス

ペース
■�対象　おおむね 50 ～74 歳の人
■�参加料　無料
問 沿岸広域振興局 雇用担当
 　℡ 0193-25-2701

大槌町健康フェスタ

　大槌町では「けんこう見える化計画～
あなたの体は大丈夫 ? ～」をテーマに

「健康フェスタ」を開催します。
　糖尿病予防講演会をはじめ、血糖検
査やさまざまな健康に関する測定を行
いますので、ぜひご参加ください。
■�実施日　1月 27 日（土）
■�会場　シーサイドタウンマスト セン

ターコート
■�講演会　12：00 ～12：30

　�「～健康寿命をのばすチャンス！～知
っておこう 糖尿病にならないために」

　�岩手県立大槌病院　黒田 継久医師・
佐藤 真希子栄養士

■�コーナー開設時間　12：30～14：00
   ・�岩手県立大槌病院：血糖検査
   ・�釜石保健所：見た目の若さより血管

の若さ！血管年齢測定、血管年齢を
若くする食べ方・飲み方展示等

   ・�岩手県こころのケアセンター：30
秒でわかるリラックス度チェック

   ・�大槌町さわやかウォーキングの会：
はさむだけ、にぎるだけで簡単測定

「握力、足指力測定」
   ・�健康クイズコーナー：正解者には粗

品をプレゼント（数量限定）
問 保健福祉課 健康推進班
 　℡ 0193-42-8715

■�申込期間　別表をご確認ください。
■�申込方法　入居申込書に必要事項を記入し、大槌住宅管理センターにご提出くださ

い。郵送による申し込みも受け付けます。
■�申込先　〒028-1121 大槌町小鎚第 26 地割 172 番地 1 大槌住宅管理センター宛
■�申込書の配布　申込開始日より大槌住宅管理センターで配布します。町ホームペー

ジから印刷することもできます。
■�入居要件等　詳しくは募集案内をご確認ください。

LPガス・ガス器具
保安業務、各種ガス機器・住宅設備機器の販売

安心＆快適な
暮らしづくりを
応援します！

大槌町大槌24-30-14
TEL 0193-42-4333

後藤プロパン
大槌町大槌24-30-14
TEL 0193-42-4333

後藤プロパン

住宅名 建物形式など 入居の予定時期 間取り・戸数

赤 浜 町 営 住 宅
長屋タイプ
 ・木造（平屋建て）
 ・ペット飼育不可

平成 30 年 3 月 2DK（B）　　1 戸
※部屋番号　 I-3

赤 浜 町 営 住 宅
戸建てタイプ
 ・木造（２階建て）
 ・ペット飼育可

平成 30 年 3 月
4DK　　　　1 戸
※棟番号　　N 棟

（3人以上の世帯対象）

■�定期募集　申込期間　1月 9 日（火）～ 1月22 日（月）
　�（申込多数の場合は、選考・抽せんとなります。期間内に申し込みがない場合は、随

時募集に移行します）

■�随時募集　※募集する住宅については、町ホームページにて情報公開しております。詳
細につきましては、大槌住宅管理センターもしくは役場住宅課にお問い合わせ下さい。

問 大槌住宅管理センター　℡ 0193-27-8440

災害公営住宅の入居者を募集します

上町に移転しました

　高齢者や障がい者等のいる世帯に対して、冬期間における経済的負担を軽減
するため、「福祉灯油等助成金」を支給します。平成 29 年12月１日現在で支
給対象と見込まれる世帯に対し、平成 30 年１月４日に申請書を送付します。

〈対象となる世帯（基準となる日：平成30 年１月１日）〉
　福祉灯油等助成金の対象となる世帯は、「平成29年度町民税非課税世帯であっ
て、次の各要件のいずれかに該当する世帯」または、「生活保護世帯（生活保護制
度の被保護者世帯）」です。

世帯の状況 要　　　　件
高齢 者 世帯 世帯員全員が満 65歳以上（昭和28年１月１日以前生まれ）の世帯

障 が い 者
世 帯 な ど

ア～クの
いずれかに

該当する人が
いる世帯

ア　身体障害者手帳の交付を受けている
イ　療育手帳の交付を受けている
ウ　精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている
エ　�特別児童扶養手当を受給して、児童を監護又は養育している
オ　障害基礎年金を受給している
カ　要介護４又は５の要介護認定を受けている
キ　知的障がい児又は知的障がい者と判定されている
ク　�特定疾患医療受給者証の交付を受け、かつ重症患者の認定
を受けている

ひとり親世帯 母子世帯、父子世帯、又は養育世帯（児童は平成11年４月２日以降生まれ）

　※上記要件に該当している世帯で、案内が届いていない場合は、お問い合せください
〈支給額〉　１世帯につき5,000 円
〈申請受付期間など〉
　受付期間：１月５日（金）～１月31日（水）　※土曜・日曜・祝日を除く
　受付場所：役場保健福祉課窓口　※各地区での特設窓口も実施します。（日程は申請書に同封）
� 問 保健福祉課 地域福祉班  ℡ 0193-42-8715

福祉灯油等助成金の支給について

1213 O T S U C H I  T O W N広 報 お お つ ち  2 0 1 8 . 1



0TSUCHI   in format ion0TSUCHI   in format ion

問 地域若者サポートステーション
　 ℡ 019-601-6638

行政相談

［相談］
日　程 会　場 時 間

１月 10 日
（水）

県営屋敷前
アパート 9：30〜

11：30１月 19 日
（金）

大槌町役場
１階  相談室１

［子育て懇談会］
日　程 会　場 時 間

１月 18 日
（木）

子育て支援センター
かりん

10：00 〜
12：00

問 総務課 総務班  ℡ 0193-42-8710

人権相談

■�日時　1月19日（金）10：00～12：00
■�会場　大槌町役場 1 階 相談室 2
問 町民課 環境生活班
 　℡ 0193-42-8713

個人版私的整理ガイドライ
ン個別相談会のお知らせ

　震災で失った車や住宅のローンが残
っているなど、借入れ返済の悩みにつ
いて、個人または個人事業主向けの個
別相談会を開催します。相談は無料で
すが、事前の電話予約が必要です。
■�日時　2月8日（木）10：00～15：00
■�場所　役場 2 階会議室
問 �（一社）個人版私的整理ガイドライン運

営委員会岩手支部　℡019-606-3622
問 �コールセンター（平日9：00～17：00）
 　℡ 0120-380-883

新農業人フェア in かまいし
を開催します

　近い将来に農業を始めたい人に対し、
市町、農協、県などの担当者が相談に
応じます。また、後継者に農業を継い
でもらうため、支援制度などを知りた
い人についても相談に応じます。
　相談料無料、事前申込不要です。農
業に興味のある場合は、お気軽にご相
談下さい。
■�日時　１月28日（日）13：00～16：00
■�場所　イオンタウン釜石２Ｆイオンタウ

ンホール（産直 結いのはま付近）
問 �大船渡農業改良普及センター
 　多田　℡ 0192-27-9918

「住宅再建相談会」
開催のお知らせ

　岩手県居住支援協議会では、被災者
向けの住宅再建相談会を開催します。事
前申込は不要です。ぜひお越しください。
■�開催日　２月４日（日）
■�時間　10：00～12：00、13：00～16：00
　（受付は相談終了時間の 30 分前まで）
■�場所　役場１階コミュニティ総合支

援室前、相談室
■�内容　①住宅金融支援機構による
「災害復興住宅融資」についての説
明および相談、住宅ローンのシミュレ
ーション   ②住宅の新築などに係る
公的支援制度についての説明および
相談   ③弁護士による住宅再建に係

相 談 ・ 説 明 会 る法律相談   ④建築士による住宅一
般についての相談   ⑤住まいの復興
給付金申請相談会

問 コミュニティ総合支援室
　 ℡ 0193-42-8718

出張就職相談窓口（１月）

　ハローワーク釜石と岩手県社会福祉協議
会による出張就職相談窓口を開設します。
■�開催日　1月11日（木）、1月25日（木）
■�時間　両日とも13：30 ～15：30

【ハローワーク釜石】
■�会場　大槌町役場３階小会議室２

【岩手県社会福祉協議会】
■�会場　大槌町役場３階小会議室３
※�この相談会は、雇用保険の失業認定

の求職活動に該当します。
問 商工観光課 雇用・企業立地班
　 ℡ 0193-42-8725

地域若者サポートステーショ
ン出張相談会のお知らせ

　働きたいけど働くのが不安…、他人と
の会話が苦手だ…
　地域若者サポートステーションでは、
働くことに悩みを抱えている若者の就労
を支援するため、出張相談会を次の日程
で開催します。詳しくは、お問い合わせ
先よりご確認ください。
■�日時　1月４日（木）、1月 18 日（木）
　両日ともに 13：00 ～15：00
■�場所　大槌町役場３階小会議室３
■�対象者　概ね 15 ～ 39 歳までの就

労意欲のある方とそのご家族

「がんばる食堂」「がんばる食堂」
利用場所 大槌町小鎚27-41-4

（マスト裏）

☎ 0193-55-5221・FAX 55-5219［受付時間  9：30～17：00］
定休日はお問い合わせください。（NPO法人 まちづくり・ぐるっとおおつち）

利用時間 10時～21時
（ただし、18時からは団体利用のみ）

利用料金 一般 500円、小中高校生 300円（園児以下は無料）
（ただし、小学生以下は保護者の同伴が必要です）

※貸切利用は、上記料金の他に別途1,000円（貸切チャージ）
※会議など予約で使用する場合もありますので、あらかじめ
　問い合わせをお願いします。

「がんばる食堂」
みんなで交流サロン（カラオケ・集会所）を利用しよう！

みんなのカラオケ広場みんなのカラオケ広場
1月10日水、17日水
       24日水、31日水

1月20日土 13：30～

〈時間〉10：00～17：00
※ただし、飲み物代・暖房費
　含む（300円自己負担）　

※受講料無料

カラオケできます！

第16回やさしい健康講座

無料開放日

厨房設備ができました！
利用希望者はご相談ください
厨房設備ができました！

利用希望者はご相談ください

新年会
各種パーティー
受付中

ランチ
カフェ
ディナー

11:30～14:00
14:00～16:00
17:30～22:00

岩手県上閉伊郡大槌町吉里吉里第一地割18-1 ホテルアイルーム大槌1F

熟成肉とワインの美味しい店

ランチ：パスタ・プレートランチ 980円～
ディナー：コース 3,500円～　
　　　　前菜・リゾット・メイン（魚か肉）
　　　　デザート・食後の飲み物
　　　　アラカルトもご用意しています。
　　　　　　

パーティメニュー：
8名様以上 お一人様3,000円～　
飲み放題プランもご用意しています。

39室　  １泊から中長期まで
ご予約　 　  0120-773-040

ホテル　アイルーム大槌

予約・問い合せは0193-43-1577まで

〈町内の保育園、認定こども園〉
施設区分 施　　設　　名 定員 所　　在　　地 延長保育

認可保育所

大槌保育園 100 名 大槌町小鎚第26地割161-5 ◯

大ケ口保育園 30 名 大槌町大ケ口1-18-12	 ◯

吉里吉里保育園 70 名 大槌町吉里吉里第21地割字越郷60-8 ◯

認定こども園（保育部分） ※1
幼保連携型認定こども園
　　　　　　みどり幼稚園 ※2 30 名 大槌町大槌15-95-264 ◯

幼保連携型認定こども園
　　　　　つつみこども園 ※3

52名
大槌町吉里吉里 2-2-2

◯
認定こども園（幼稚園部分） ※1 10 名 ◯

　※1 認定こども園……教育・保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持っている施設です。
　※2 平成 30 年 4月開園予定（みどり幼稚園が認定こども園化）
　　　 幼稚園部分については10月号の広報で既に周知していますが、引き続き申し込みを受け付けています
　※3 平成 30 年 4月開園予定（堤乳幼児保育園が認定こども園化）

平成30年度４月の保育園などの入園申込について

町有財産（物品）の売却について（一般競争入札）
〈物品の売却について〉
　町は、利用の見込まれない物品について、売却を予定し
ています。売却の方法は、原則として入札による売却となり
ます。

〈売却物件及び売却物件の価格について〉
　今回の売却物品は次の種類ものを行います。
　　・暖房器具　・寝具　・簡易浄水器
　　・スクーター　・電動自転車
　詳しい物品名及び最低売却価格（注1）は、町ホームペー
ジで公表しています。
　注1：�入札時に、この価格以上の金額での入札でなければ、

無効となります。
〈入札に係る申込みについて〉
　■申込期間　�1月 9 日（火）～1月19日（金）（土、日、祝

日は除く）　9：00〜17：00
　■提出場所　�大槌町役場 総務部 財政課 管財班（申込書

を直接持参して下さい。郵送は不可。）

〈売却に係る説明会について〉
　■日時　1月17日（水）19：00〜
　■場所　大槌町役場３階　大会議室

〈売却物品の縦覧（現物確認）について〉
　■日時　1月15日（月）～1月19日（金）
　　　　　9：00〜12：00
　■場所　大槌町役場多目的会議室
　※�縦覧会場へご案内いたしますので、来庁の際財政課へ
お立ち寄りください。

〈入札日について〉
　■日時　1月28日（日）
　　　　　10：00 〜（受付 9：30～ 9：50）
　■場所　大槌町役場３階 大会議室
　詳細は、町ホームページで公表しております。不明な点は、
下記までお問い合わせください。
� 問 財政課 管財班  ℡ 0193-42-8712

〈受付期間及び受付場所〉
　次の日程で受付しますので、家庭の状況に詳しい方がお
越しください。
　(1) 継続して入園を希望する人
　 ■受付期間　�1月15日（月）から１月19日（金）の指定

する期間
　 ■受付場所　�各保育園　※詳しい日程・場所については

申請書に記載しています。
　(2) 新規入園を希望する人
　 ■受付期間
　　 1月22日（月）から２月２日（金）　8：30 〜17：15
　　 （全施設対象、平日のみ）
　　 1月27日（土）　9：00 〜13：00（全施設対象）
　 ■受付場所　役場保健福祉課

〈保育園へ入園できる基準〉
　大槌町に住民登録がある児童で、次のいずれかの理由に
より保育の必要性が認められる場合に限ります。
　�①月48 時間以上の就労（フルタイムのほか、パートタイム、
夜間、居宅内労働など）   ②妊娠、出産   ③保護者の疾病・
障害   ④同居又は長期入院等している親族の介護・看護   
⑤災害復旧   ⑥求職活動   ⑦就学   ⑧その他、保育が必
要な状態にあると町長が認める場合（育休中の方は状況を

確認して保育の必要性を判断します）
〈申込方法〉
　(1) 現在お子さんが保育園に在園している場合
　　�在園中の園から必要書類を受け取り、必要事項を記入
のうえ、指定する期間に提出してください。

　(2) 来年度初めて入園される場合
　 ①�申請書等を役場窓口に受け取りに来てください。その

際必要書類について説明します。
　 ②�申請書に必要事項を記入し、必要書類を添付して受付

期間内に役場窓口に直接提出してください。
〈延長保育について（平成29年度は私立４園で実施しています。）〉
　各保育園で決められた保育標準時間・保育短時間を超え
て延長保育を利用する場合は、一定の利用料が必要です。

〈一時保育について（平成29年度は大槌保育園で実施しています。）〉
　保護者の通院など、緊急に保育が必要になった場合に対
応します。

〈幼稚園、認定こども園幼稚園部分を希望する人へ〉
　幼稚園、認定こども園幼稚園部分を希望する場合は、ご
希望の幼稚園等に直接入園を申し込んでください。
� 問 保健福祉課 地域福祉班　℡ 0193-42-8715
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はくえい典礼
はくえい通夜会館

〒028-1121 大槌町小鎚26-164-15（花輪田） TEL 0193-42-7617  FAX 42-3767
事前相談も行っております

　�構築物（建物付属設備）、機械および
装置、船舶、航空機、車両および運
搬具、工具・器具および備品

問 税務課 資産税班  ℡ 0193-42-8711

大槌駅実施設計に係る
意見交換会を開催します！

　町は、平成 31年3月に予定されている
鉄道の運行再開に向けて、駅の利便性向
上や鉄道の利用促進に取り組む「大槌駅
開業サポーター」を随時募集しています。
　このたび大槌駅舎の実施設計を進め
るにあたり、施設の利用者目線からの
意見を聞くため、開業サポーターを対
象とした意見交換会を開催します。
　開業サポーターは、無理のない範囲
で気軽に活動できますので、これを機
にぜひご登録いただき、新しい大槌駅
について一緒に考えてみませんか。
■�日時　1月 24 日（水）18：00 ～
■�場所　大槌町役場 3 階大会議室
■�申込　1 月 17 日（水）までに電話で

お申し込みください。
問 総合政策課 復興まちづくり班　
　 ℡ 0193-42-8724

ゲートキーパー養成講座の
お知らせ

　身近な人のこころの声に耳を傾け、
見守るゲートキーパーの養成講座を開
催します。ぜひこの機会に一緒に学習し
てみませんか？
■�実施日程　2 月 8 日（木）10：00 ～

11：30
■�会場　大槌町役場 3 階大会議室
■�内容　ゲートキーパーの役割と活動

について
■�対象者　ゲートキーパーに関心のあ

る人（定員 20 名）
■�講師　釜石地域こころのケアセンター
■�受講料　無料
■�申込み　1月 30 日（火）まで
問 保健福祉課 健康推進班
 　℡ 0193-42-8715

釜石税務署から所得税など
の確定申告のお知らせ

　釜石税務署では、税務署内に申告書
作成会場を開設します。会場内は例年
混雑しますので、早めの申告にご協力
をお願いします。なお、国税庁ホームペ
ージ（http://www.nta.go.jp）の「確
定申告書等作成コーナー」では、パソ
コン画面の案内に従って金額などを入
力することで、自宅でも確定申告書を
作成することができますので、ぜひご
利用ください。
■�開設場所　釜石税務署２階（釜石市

小佐野町 3-8-24）
■�開設期間　２月 16 日（金）～３月 15

日（木）の平日
※�会場開設前は、申告書作成会場を設

置しておりません。 少ない職員での
対応となり、長時間お待ちいただく
場合がございますので、会場開設期
間中にお越しください。

■�開設時間　9：00 〜17：00
※�駐車場は利用台数に限りがありますの

で、公共交通機関をご利用ください。
　�また、15：00 以降は会場が混雑す

る傾向にありますので、できるだけ早
い時間帯にご来場ください。

■�申告・納期限 申 告・
納 期 限

振 替
納 付 日

所 得 税 及 び
復興特別所得税

3 月15 日
（木）

4 月 20 日
（金）

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税

４月２日
（月）

4 月 25 日
（水）

贈 与 税 3 月15 日
（木）

問 釜石税務署  ℡ 0193-25-2081

町県民税の申告について

　町県民税の申告受付が 2 月 5 日（月）
から始まります。申告会場は、地区ご
とに町公共施設を設定しています。詳し

お 知 ら せ い日程・会場などについては、広報折
り込みチラシをご確認ください。
■�申告期間　2月5日（月）〜3月15日（木）
■�受付時間
　【午前の部】    9：00 〜11：00
　【午後の部】13：00 〜16：00
問 税務課 課税班
 　℡ 0193-42-8711

平成30年度固定資産税（償
却資産）の申告について

　固定資産税（償却資産）の申告受付
は１月 31日（水）までとなっていますの
で申告の必要な事業者（個人・法人）は
期限内の申告にご協力をお願いします。
　償却資産とは、土地、家屋以外で事
業のために使用する資産です。毎年１月
１日現在の資産所有状況を申告する必
要があります。町内に償却資産を所有し
ている事業者が該当します。
　償却資産の名称、取得価額、耐用年
数などを申告書に記載し、申告をお願い
します。初めて申告する場合は全資産を、
それ以外の場合は前年度申告した内容
を確認のうえ、資産の増減について申告
してください。申告書などは、税務課窓
口にもありますのでご利用ください。
　東日本大震災により滅失、損壊した
資産に代わるものとして取得、改良した
場合には、課税標準の特例を受けるこ
とが出来ます。申告書に代替資産であ
ることを明記し、申告してください。過
去に本特例を適用していない事業者で
平成 29 年中に新たに代替資産を取得
した場合には、申請方法をご案内します
ので担当までお問い合わせください。
■�申告受付場所　大槌町役場１階税務課
■�申告期限　１月 31日（水）※郵送の

場合は１月 31日必着
■�提出書類　平成 30 年度償却資産申

告書（償却資産課税台帳）、種類別
明細書（増加資産・全資産用）、種類
別明細書（減少資産用）

■�課税対象となる償却資産の種類

大槌版起業塾「士業・起業
ノススメ」の開催について

　町内では、人口減少や高齢化が進ん
でおり、将来の町の産業を担う人材の不
足が懸念されています。そこで起業促進
を図り、町の産業の活性化を図ることを
目的に、大槌版起業塾を開催します。
　今回は、「士業」をテーマとした講演や、
起業・創業に係る支援策の紹介のほか、
有資格者等との懇親の場も設定する予
定です。起業に興味のある方など多く
の方々の参加をお待ちしております。
※�「士業」とは：行政書士や税理士など
専門資格職業の総称

■�日時　１月 23 日（火）
　①塾開始 18：00 ～
　②交流会 19：30 ～
■�会場　大槌商工会館２階
■�参加料　無料。ただし、交流会は任

意参加とし会費制となっております。
■�申し込み　下記問い合わせ先まで電

話にてお申し込みください。
問 商工観光課 雇用・企業立地班
　 ℡ 0193-42-8725

移住・定住促進に向けた講演会のお知らせ
「田園回帰1%戦略」～地元に人と仕事を取り戻す～

　町は、震災を機に著しく進む人口減
少に歯止めをかけ、町への移住・定住
促進の取り組みを通じて、賑わいと活
気のある、持続可能なまちづくりを推
進するため、NHK でも紹介されている

「田園回帰 1％戦略」の著者、藤山浩氏
をお招きし、移住・定住促進に向けた

講演会を開催します。多くの皆さまの
ご来場をお待ちしております。
■�日時　1月31日（水）14：00～16：00
■�場所　大槌町 中央公民館 大会議室
■�講師　藤山 浩氏（一般社団法人持続

可能な地域社会総合研究所所長）
■�その他　申込不要・入場無料
問 コミュニティ総合支援室
　 ℡ 0193-42-8718

町道の通行止めについて

　積雪による安全確保のため、新山地
区の町道を現在通行止めにしています。
■�期間　平成 30 年 5 月 7 日まで
　�ただし、積雪状況により期間を変更

する場合があります。
■�路線
　①一部区間通行止め　
　　小鎚 1 号線、新山１号線
　②全区間通行止め　　
　　�新山 2 号線、新山 3 号線、新山 4

号線、新山 5 号線、水境線
問 環境整備課 工務班
　 ℡ 0193-42-8722

冬季の省エネ・節電について

　省エネルギー社会の推進及び地球温
暖化対策は、１人ひとりの取組が大切
です。冬季は暖房等により消費エネル
ギーが増加しますので、過度な暖房使

く ら し の 情 報

用を控えるなど省エネルギー対策に御
協力ください。
問 総合政策課 復興まちづくり班
　 ℡ 0193-42-8724

自衛官を募集します！

■種目　自衛官候補生
■�受付期間
　1月 11日（木）～1月 30 日（火）
■試験期日　2 月 4 日（日）
■合格発表　2 月 9 日（金）
■試験会場　陸上自衛隊岩手駐屯地
■応募資格　18歳以上27歳未満の者
問 自衛隊釜石地域事務所
　 ℡ 0193-23-7854

求職者のための公共職業訓練 ポリテクセ
ンター岩手 遠野実習場  3月入所生募集

■�応募資格　ハローワークに求職手続
きをしている人

■�受講料　無料（テキスト代は自己負担）
■�募集科　住宅建築施工科（定員15名）
■�募集期間　1月4日（木）〜2月9日（金）
■�訓練期間　3月1日（木）〜8月29日（水）
■�施設見学　平日 10：00〜と14：00

〜の 2 回
■�就職率　95.1％（開講時からの実績）
■�申込み　ハローワークにお申込みください
問 �ポリテクセンター岩手  遠野実習場
　 �遠野市青笹町中沢 8-1-8（遠野市森林

総合センター内）　℡ 0198-63-1411

募 集

大ケ口 2丁目3‐39
TEL 0193‐42‐2784
営業時間

定 休 日

御支度
承ります七五三、入学卒業、成人式、婚礼

LaLa
美しい髪は
健康な頭皮、地肌から

予　約　優　先

頭 皮 洗 浄
・白髪染め （通常5,500円が）3,500円～
・パーマ（カット込み）      6,480円～
・白髪染め （通常5,500円が）3,500円～
・パーマ（カット込み）      6,480円～

みなさまのおかげで営業を再開することができました。
ありがとうございます！

境田自転車商会

オープン記念で、婦人車（ブリヂストン自転車）を
大特価にてご奉仕をしております。
お気軽にお立ち寄りください！

大槌町末広町14-8（旧店舗と同じ場所です）  ☎42-2396大槌町末広町14-8（旧店舗と同じ場所です）  ☎42-2396

平成29年の10月で
創業100年になりました！

平成29年の10月で
創業100年になりました！

あなたの街のあなたのお店

1617 O T S U C H I  T O W N広 報 お お つ ち  2 0 1 8 . 1



0TSUCHI   in format ion0TSUCHI   in format ion

り活発に利活用されるようになり、地
域コミュニティ形成および強化に大き
な助力となりました。当助成金事業は、
宝くじの社会貢献広報事業として、宝く
じの受託事業収入を財源とし実施して
いるコミュニティ助成事業です。

臼沢自治会安渡町内会

問 コミュニティ総合支援室
　 ℡ 0193-42-8718

岩手県特定（産業別）最低
賃金の改正（新設）について

　岩手県特定（産業別）最低賃金が新
設・改正されました。
　次の産業で働く労働者に平成 29 年
12 月 30 日以降適用されています。
　・ �「鉄鋼業、金属線製品、その他の

金属製品製造業」（809 円）
　・ �「光学機械器具・レンズ、時計・同

部分品製造業」（790 円）

　・ �「電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具
製造業」（775 円）

　・ �「百貨店、総合スーパー」（780 円）
　・ �「自動車小売業」（819 円）
　・ �「各種商品小売業」（767 円）
※�岩手県最低賃金は平成 29 年 10 月１

日から時間額 738 円に改正されてい
ます。詳しくは、岩手労働局労働基
準部賃金室へ問い合わせください。

問 岩手労働局労働基準部賃金室
　 ℡ 019-604-3008

県立宮古高等学校に
通信制課程を設置します

　県教育委員会では、県立宮古高等学
校に、平成 30 年度から通信制課程を
新たに設置します。県立宮古高等学校
は県立高等学校の中で唯一、全日制、
定時制、通信制の３課程を併置する学
校となります。
　県立杜陵高等学校通信制課程宮古分
室の生徒は、平成 30 年度以降は県立
宮古高等学校（通信制課程）の生徒と
して引き続き学ぶことになります。

測 　 定 　 結 　 果
▶町内各地の放射線量について
　12 月18 日に町内 17ヵ所で放射線量
を測定した結果、国の除染基準（0.23
毎時マイクロシーベルト）を超える地点
はありませんでした。平均値は 0.077
毎時マイクロシーベルトでした。
※詳細は町ホームページをご覧ください。
問 町民課 環境生活班  ℡ 0193-42-8713

▶最終処分場放流水の水質について
　11月8 日に採水した、一般廃棄物最
終処分場放流水の水質分析結果と放射
性物質濃度測定結果について、基準値
を超える項目はありませんでした。
※詳細は町ホームページをご覧ください。
問 リサイクルセンター  ℡0193-42-7570

大槌都市計画の決定・変更
に係る案の縦覧について

　都市計画法第 17 条第１項に基づき、
以下都市計画の決定・変更案の縦覧を
行います。
■�都市計画の種類

お 知 ら せ

※�県立杜陵高等学校通信制課程宮古分
室の在籍者で、現在、受講登録をし
ていない人は下記へ連絡をお願いし
ます。

問 県教育委員会事務局学校調整課
 　℡ 019-629-6205
　 �県立杜陵高等学校通信制課程宮古

分室　 ℡ 0193-63-7428

災害義援金の第3次配分
（第7回目）を交付しました

■�対象者　災害義援金第 1 次配分と第
2 次配分の交付を受けた人

■�義援金の金額
　�①死亡または行方不明…1 人あたり 8

千円  ②居住している住宅が全壊また
は全焼…1戸あたり 8 千円  ③居住し
ている住宅が半壊または半焼…1 戸
あたり 5 千円

■�振込日　平成 29 年 12 月 18 日（月）
※�対象者には、指定された通帳へ振込

みましたので、ご確認願います。
問 コミュニティ総合支援室
　 ℡ 0193-42-8718

　�（1）用途地域の変更  （2）町方産業拠
点地区地区計画の決定  （3）吉里吉里
地区地区計画の変更  （4）町方津波復
興拠点地区地区計画の変更  （5）安
渡津波復興拠点地区地区計画の変更  

（6）特定用途制限地域の変更
■�縦覧日時　１月４日（木）～１月18日（木）
　※土日、祝日は縦覧できません。
■�縦覧場所　大槌町役場  復興局  復

興推進課内
問 復興推進課 統括管理班
 　℡ 0193-42-8714

（財）自治総合センター平成２９年
度コミュニティ助成事業の報告

　大槌町内の
２団体（安渡町
内 会、 臼 沢 自
治 会 ） が、 一
般財団法人自
治総合センターが実施する宝くじの助
成金採択を受け、コミュニティ活動に
必要な資機材を整備しました。また、
各２地域にて資機材を活用した活動が
実施されており、安渡町内会では、公
民館を中心にスポーツを通じた住民の
健康増進と交流の促進が図られ、臼沢
自治会においては、新しい集会所がよ

人 生 の あ ゆ み �
　上町で生まれました。釜石市の新
日本製鐵所の製鋼工場で働きました。
25歳のころにスミ子さんと結婚し、
４人の子どもを育てました。20歳前
後から狩猟の資格を取り、約60年
間猟友会メンバーとしての務めを果
たしました。
　冨高さんの母が宮古市小国地域（小
国村）の出身できのこや山菜を採るな
ど自然の恵みを受けて暮らしてきたこ
とや、父も狩猟の資格を持ち、熊、鹿、

山鳥や雉を獲っていたので、山や川や海といった自然と冨高
さんの生活は切っても切れない密接なものとなっていました。
岩手県の自然を愛し、自然の中で生きるのが好きな方でした。
　製鐵所の仕事が３交代であることで、日中、山に入ること
ができました。余暇の時間は、猟友会の仲の良いメンバーを
誘い、家族ぐるみでキャンプをしていました。
震 災 時 の 状 況 �
　地震発生時は、安渡の友人宅に
いました。車で自宅に戻り、妻の
スミ子さんと避難するつもりでし
た。自宅の駐車場から妻に呼びか
けていたようです。妻を避難させ
ようと待機していた車中で、津波
の被害にあったと思われます。

ご 遺 族 よ り �
日中友好にも尽くしました
　父は明るく誰とでも気さくに話すタイプでしたので、交友関
係は広かったです。新日鐵が中国山西省大原市の製鉄所から実
習生を受け入れた時には、冨高さんが指導役となりました。実
習生を家に招いて食事をともにしたこともあります。それが
きっかけで、日中友好団体である岩手県山西会に属し、中国山
西省など中国各地を20回くらい訪れています。東京都渋谷区
にある東郷神社の宮司（当時）が大槌町出身者であることから
親交を深め、猟で獲った山鳥を毎年奉納していました。
岩手の自然を愛していました
　岩手の自然を余すところなく堪能する人でした。60年間か
けて築いてきた父と岩手の自然との関係がありました。狩猟で
獲ったテンから毛皮の襟巻を作ったり、川でアユ釣りをしたり、
投網を使ったり、海ではマツモをとったり、カジキマグロを釣っ
て来たこともありました。山菜やキノコの場所を知り尽くし、
山ぶどうをとっては葡萄酒をつくりました。正月は、雉汁で柔
らくした餅を、すりおろした胡桃汁で食べました。
　仕事の関係で町外にいることもあった私が、父と一緒に山に
入り、自然の恵みやその食仕方を学ぶ機会をもてるようになっ
たのは、30歳を過ぎてからで、まだまだ学ぶことはたくさん
ありました。
伝 え た い こ と �
　山のことや狩猟のこと、料理の仕方や味付けなど、もっと教わ
りたかったです。狩猟は父から習い私もやっていますが、山菜採
り含め山での活動は受け継いで続けていきます。父が愛した豊か
な自然とともに暮らしていきたいです。
� 後藤一高さん（息子）
� （平成27年２月）

後
ご

藤
とう

 冨
とみ

高
たか

 さん
昭和７年３月 21日～
� 平成 23 年３月11日

（享年 78 歳）
大槌町上町７

広報おおつちでは、折り込みチラシの減量化に取り組んでいます。両面で内容が異なっている場合もありますので、ご了承願います。

日　程 当　番　医 ／ 所在地・電話番号

1  /  7（日） 道又内科小児科医院（内・呼内）
大槌町大槌 15-95-255	 ℡ 0193-42-2500

1  /  8（月） 小泉内科医院（外・内）
釜石市中妻町 3-6-6	 ℡ 0193-23-5157

1  /14（日） 神林医院（内）
釜石市甲子町 10-483-5	 ℡ 0193-23-6635

日　程 当　番　医 ／ 所在地・電話番号

1  /21（日） 藤井小児科内科クリニック（小・内）
大槌町小鎚 27-3-4シーサイドタウンマスト2 階　℡ 0193-42-7788

1  /28（日） 久喜神経内科歯科クリニック（神・内）
釜石市中妻町 2-15-3	 ℡ 0193-23-1111

2  /  4（日） 加賀谷消化器内科医院（消・内）
釜石市中妻町 2-10-20	 ℡ 0193-23-1110

日　程 歯　科　医　院 ／ 所在地・電話番号

1  /  7（日） かまいし駅前歯科医院
釜石市鈴子町 1-1プロスパービル2 階　℡ 0193-22-4182

1  /14（日） 小松歯科医院
大槌町大槌 15-95-15	 ℡ 0193-42-7702

1  /21（日） 近藤歯科医院
大槌町小鎚 22-42-1	 ℡ 0193-42-7667

日　程 歯　科　医　院 ／ 所在地・電話番号

1  /28（日） ささき歯科医院
釜石市鵜住居町 28-5-1	 ℡0193-29-1222

2  /  4（日） 鈴木歯科医院
釜石市中妻町 3-7-10	 ℡ 0193-23-5908

2  /11（日） 早﨑歯科医院
釜石市鵜住居町 5-19-2	 ℡ 0193-28-2311

■診療時間　９：00〜12：00（正午）

休日当番医のお知らせ［釜石医師会］

※�休日当番医は、専門的な治療ではなく応急処置が原則です。不要不急な休日の受診は避けましょう。適切な休日当番医の利用にご理解とご協力をお
願いします。　※入院が必要な場合は、県立釜石病院またはせいてつ記念病院が対応します。

休日歯科診療のお知らせ［釜石歯科医師会］

金　﨑　葵
あ
　虎

こ
（公威・大ケ口二）

松　村　恵
えい
　太

た
（文太・吉里吉里二）

金　﨑　太
たい
　珂

が
（ 亘 ・臼 沢）

岩　間　丹
に
　迦

か
（優弥・小 枕）

東　梅　七
な
　緒

お
（貴弘・吉里吉里四）

石　井　優
ゆう
　陽

ひ
（保拡・上 町）

出   生

駒 木 佳 子（74・沢 山）11/18
台　野　登美子（81・浪 板）11/19
小笠𠩤　金　吾（91・種 戸）11/19
三　浦　　　 （76・源 水）11/27
藤　𠩤　ミヱ子（75・徳 並）11/27
芳 賀 寛 治（78・吉里吉里一）11/28
前 川 四 郎（79・源 水）12/2
竹　澤　三男三（93・吉里吉里四）12/6
　原　 太郎（75・臼 沢）12/6
十王舘　正　一（85・安 渡 二）12/7
佐々木　ハ　ル（94・臼 沢）12/7
阿 部 正 幸（83・沢 山）12/8
佐々木　ス　エ（86・大ケ口一）12/10
黒 澤 房 世（88・赤 浜 二）12/11
内金﨑　　　智（56・沢 山）12/13
松 田 英 成（74・大ケ口一）12/15

死   亡

問 震災伝承推進室 ℡ 0193-27-8168 TEL （代）

▶タクシー運転手募集（女性乗務員歓迎）

〒028-1131 大槌町大槌第23地割7-5（みずかみ大槌店さんうしろ）

営業時間  7：00～24：00 左記以外の時間帯はご相談ください

3.11あの日から未来へ

おめでた・おくやみ（敬称略）
11月16日〜12 月15日

問 保健福祉課 健康推進班　℡ 0193-42-8715

後藤冨高さん（右端）と
孫とスミ子さん（左端）
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【人口】 12,090 人（前月比－7人）  【世帯数】 5,429 世帯 （前月比＋2世帯）� （平成29年11月末現在）人口情報
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　前号と今号の大槌びとが対
談するコーナーです。様々な
分野で活躍する大槌びとの皆
さんが、誌面の上で出会い
ます。「たし算」ではなく、 

「かけ算」の絆が、また新た
な大槌を創っていきます。

楽
し
か
っ
た
で
す
。

さ
―
―
良
い
子
た
ち
ば
か
り
で
楽

し
か
っ
た
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
方
々
と
の
交
流
も
で
き
、
や

っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も

控
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
夢
や

抱
負
な
ど
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

あ
―
―
何
に
な
る
か
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
大
学
に
行

っ
て
英
語
の
勉
強
を
し
た
い
と
思

う
の
で
、
た
く
さ
ん
の
事
を
経
験

し
て
学
ん
で
来
た
い
で
す
。

さ
―
―
英
語
は
ど
ん
な
仕
事
で
も

役
立
つ
と
思
う
の
で
、
力
を
入
れ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
外
国

に
行
っ
て
、
自
分
の
環
境
が
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
色
々
感
じ
て

き
て
ほ
し
い
。
あ
と
は
少
し
内
向

的
な
面
も
あ
る
の
で
、
今
度
の
旅

で
積
極
性
や
オ
ー
プ
ン
さ
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

Cross talk

大槌びと

高
たか

清
し

水
みず

あいり さん

金
かね

﨑
ざき

伊
い

保
ほ

子
こ
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